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今日スペイン史の概説書を読んでも、ルイ・ゴメス・デ・シルバ（Ruy Gómez de Silva）の記
述は断片的に散見するだけである。16 世紀にカルロス 1 世（神聖ローマ皇帝カール 5 世）やフェ
リペ 2 世を支えた廷臣として派手な活躍をしたアルバ公等と比べ、ルイ・ゴメスの存在は比較
的地味で、現在一般のスペイン人の間でもそれほど知られていない。ルイ・ゴメスの妻となっ
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ペ 2 世との間にも及んだとされ、第 2 代パストラナ公は 2 人の間に生まれたと言われているが、真偽のほ
どは明らかでない。Manuel Fernández Álvarez, La España de Felipe II (1527-1598), vol. iv (Madrid, 
2003), p. 390; Miguel Ávalos, Antonio Pérez y la Princesa de Éboli (Barcelona, 2004), p. 39. 
2）シルバ家については、Luis de Salazar y Castro, Historia Genealogica de la Casa de Silva (Bilbao, 1998) 
を参照。 
3）James M. Boyden, The Courtier and the King: Ruy Gómez de Silva, Philip II, and the Court of Spain 
(Berkeley, 1995). 
























                                                          
4）両者の対立については、Santiago Fernández Conti, Los Consejos de Estado y Guerra de la Monarquía 




5）Leopold von Ranke, The Ottoman and the Spanish Empires in the Sixteenth and Seventeenth 
Centuries (1843) (Whitefish, Montana; 2008); Gregorio Marañón, Antonio Pérez (Madrid, 2002). マラ
ニョンは、アルビスタを国際政治における厳格派（duros）、エボリスタを柔軟派（blandos）と区別して位置
付けている。Antonio Domínguez Ortiz, El Antiguo Régimen: Los Reyes Católicos y los Austrias (Madrid, 
2001 reimpresión), p. 83; Miguel Ángel Echevarría, Flandes y la Monarquía Hispánica 1500-1713 
(Madrid, 1998), pp. 80-1. 
6）John H. Elliott, Imperial Spain, 1469-1716 (London, 2002). 
7）Helen Nader, The Mendoza Family in the Spanish Renaissance, 1350-1550 (New Brunswick, 1979), p. 
125. (http://libro.uca.edu/mendoza/msr5.htm も参照): Helen Nader, Power and Gender in Renaissance 































                                                                                                                                                       
Spain: Eight Women of the Mendoza Family, 1450-1650 (Urbana-Champaign, 2003). 
8）Boyden, The Courtier and the King, pp. 93-5. 




























                                                          
9）ヘンリー・ケイメン『スペインの黄金時代』立石博高訳、岩波書店、16 頁。 
10）行政革命論争のきっかけとなったエルトンの著書は、The Tudor Revolution in Government: 
Administrative Changes in the Reign of Henry VIII である。エルトンとハリス及びウイリアムズの論争
は Past and Present 誌に掲載された諸論文で展開された。スターキーは次の 2 書の編者としてエルトン批
判を展開している。Christopher Coleman and David Starkey, eds., Revolution Reassessed: Revisions in 
the History of Tudor Government and Administration (Oxford, 1986); David Starkey et al., The 
English Court from the Wars of the Roses to the Civil War (Harlow, 1987). 
















いった。枢密院メンバーの中でもその中心に存在したのが、通常 2 人の国務大臣（principal 
secretary 或いは secretary of state と呼ばれる）であり、彼らは審議議題の選択や決定事項の施
行に当たった。バーリー卿（William Cecil）やフランシス・ウォルシンガムが有名であるが、当
時は公式には大法官（lord chancellor）、財務長官（lord treasurer）、王璽尚書（lord privy seal）
の方が国務大臣より地位は上であった。12）テューダー史家を代表するエルトンやホーク等が枢






も見えるが、ルイ・ゴメスは国王フェリペ 2 世の秘書官（secretario privado）であり、側用人的
                                                          
11）テューダー行政革命論争については、次の 2 つの拙稿を参照されたい。「エルトン史学と歴史研究 ―
テューダー行政革命論争を中心として―」『社会科学年報』第 28 号、専修大学社会科学研究所及び「テュ
ーダー朝初期の財務政策と増加収入裁判所」『専修経済学論集』第 29 巻、第 3 号、専修大学経済学会。 
12）G.R. Elton, ‘The State: Government and Politics under Elizabeth and James’, Studies in Tudor and 
Stuart Politics and Government (Cambridge, 1992), IV, 5-6. 
13）G.R. Elton, Reform and Reformation: England 1509-1558 (London, 1977); D. Hoak, The King’s 
Council in the Reign of Edward VI (Cambridge, 1976); D.M. Loades, The Reign of Mary Tudor(London, 
1991 edn.). 






は類似性がある。特にフェリペ 2 世期にあっては、ルイ・ゴメスやマテオ・バスケス（Mateo 











それに対してテューダー期のホワイトホールでは、国王側近のみならず council chamber と呼
ばれる枢密院メンバーの部屋が国王（女王）居住空間に隣接し、そこでは実際に政務、政策決定








                                                          
14）Simon Thurley, The Royal Palaces of Tudor England (New Haven & London, 1993), Plan 13; Carmen 































                                                                                                                                                       
必要に応じてメンバーに意見を聞くことが多々あった。 
16）David McKinnon-Bell, Philip II (London, 2001), pp. 23-4. 戦争や財政のような専門諮問会議が担当す
る分野では、フェリペの治世中に秘書局機能が拡大し、それは財政支出の増大となって国家財政を圧迫し
た。例えば戦争諮問会議の秘書局支出は、陸海の秘書局機能の分離により、1556 年から 30 年間で 7 倍に
も増加しているとの指摘が会計監査によってなされている。Archivo General de Simancas （以後 AGS と
略記） Contadurías Generales 886, ff. 27-63 及び 887, ff. 1-11 ‘Nomina de los Consejos’. バスケスのよう
な秘書官の権限については、ハイメ・コントレラスのように彼の力を過大に評価する学者もいる。 ‘Para 
Felipe II, Mateo Vázquez fue la instancia burocrática que le permitía el ejercicio en solitario del 
poder… Mateo Vázquez supo maniobrar con habilidad cerca del monarca para, aprovechando aquel 
problema, conseguir eliminar las diversas facciones de la Corte e inaugurar una forma de gobierno más 
eficaz y centralizada.’ Jaime Contreras, ‘Las Instituciones Políticas’, Manual de Historia de España: La 
Eapaña Moderna Siglos XVI-XVII, eds., R. García Cárcel et al. (Madrid, 1991), p. 291. 
－ 9 － 

























リー8 世期のトマス・クロムウェルやエリザベス 1 世期のバーリー卿のような、宮廷の内と外
で同時に実力を備えた政治家を、16 世紀のカスティージャが輩出できなかった事実も納得がい
く。カスティージャ政治においては、1523 年にカール 5 世によって設置された国務会議




－ 10 － 
問会議がある）を統括することにあった。17）しかし、カスティージャ政治において国務会議が
政策決定の中心として恒常的に機能したとの印象はあまりなく、1588 年に国務会議の付属行政





















（Lord Chamberlain）の役割に二分されていた。その後 15 世紀終わりにチェンバーの儀礼的側
                                                          
17）García Cárcel, et al., Manual de Historia de España: La Eapaña Moderna Siglos XVI-XVII, pp. 262-7; 
Patrick Williams, Philip II (Basingstoke, 2001), pp. 66-7. 
18）Cámera de Castilla の詳細は、José Antonio Escudero, Administración y Estado en la España 
Moderna (Valladolid, 2002), pp. 467-82 を参照。 
19）元々junta と呼ばれる機関は 15 世紀末から設置されるようになり、諮問会議とは独立したかたちで、具
体的問題の状況に応じた検討と問題の解決のために設けられた。特に 2 つ以上の諮問会議にまたがるよう
な境界的案件については、junta の活躍が期待された。José Antonio Escudero, Felipe II: El Rey en el 
Despacho (Madrid, 2002), pp. 46-7. 特別委員会 junta の設置理由は一つではないとの意見も根強い。Juan 
Francisco Baltar Rodríguez, Las Juntas de Gobierno en la Monarquía Hispánica (Siglos XVI-XVII) 
(Madrid, 1998), p. 624. カトリック両王時代には Junta de Comisiones が設立され、カスティージャ諮問
会議と騎士団との間の司法権を巡る争いの仲裁に入った。このような特別委員会組織を、国王の中で最も
うまく利用したのはフェリペ 2 世であった。Justina Rodríguez García & Josefina Castilla Soto, 
Diccionario de Términos de Historia de España: Edad Moderna (Barcelona, 2005), p. 74. 
－ 11 － 
面と個人的側面が分離され、最も私的な部分として国王私室が創設される。テューダー期を通
じて国王私室に近づくことの出来る廷臣は限られ、国王の公的部分と私的部分の境目が明確化
























                                                          
20）「中世及び近代初期イギリス議会の特質―イギリス議会史の再検討―」『人文科学年報』専修大学人文科
学研究所、第 26 号（1997 年 3 月）；「近世初期カスティージャ議会 Cortes の特徴：イングランド議会との
比較において」『専修大学人文科学研究所月報』225 号（2006 年 9 月） 
21）1539 年にクロムウェルは、国王の発布する布告をより強固な基盤に確立しようとして、布告を議会制
定法の中に位置付けようとする。その結果生まれた法令が、An Act that proclamations made by the King 
shall be obeyed (31 Hen. VIII, c. 8) であった。Paul L. Hughes and James F. Larkin, eds., Tudor Royal 
Proclamations (New Haven and London, 1964)を参照。 

















た形跡があり、イングランド宮廷におけるこの宮内官は、フランスの侍従長 premier valet や
ブルゴーニュの侍従長 sommelier de corps（sumiller de corps）にも似た宮廷職であった。一方
カスティージャにおいては、カール 5 世やフェリペ 2 世の時代に、ブルゴーニュの宮廷文化を
かなり積極的に導入しようとしている。しかし大陸のこれら侍従職に比べれば、イングランド
の宮内官職にはより低い地位の者が就いていたと考えられる。本稿の主人公ルイ・ゴメスはフェ
リペの侍従長 sumiller de corps として活躍したが、彼の地位は国王への距離の近さにおいては
イングランドの宮内官に匹敵したが、その権力はイングランド宮内官をはるかに凌駕していた
と考えられる。24）言い換えれば、イングランド宮廷における宮内官は、国王私室の他の者を排
                                                          
22）このようなエルトン説に対する反論は、スターキーとの論争に先立って、中世ハウスホウルド政治 vs.
クロムウェル期の官僚制度という対立図式を否定し、中世組織の健全性を強調するウイリアムズやハリス
によってもなされている。Penry Williams and G.L. Harriss, ‘A Revolution in Tudor History’, Past and 
Present, no. 25 (July 1963), pp. 29-34. 
23）ルイ・ゴメスもフェリペの寝室の隣に控え、主君の最も身近な所で世話をしていたが、その内容はイン
グランド宮廷の Groom of the Stool に似たところがある。カール 5 世のために作成されたメモの中に、ル
イ・ゴメスのこのような仕事内容に関する記述がある。‘Ruy Gómez writes to me in a letter dated 4 June 
that the King had had a pain in the bowels, as he frequently does…’ Calendar of Letters and State 
Papers relating to English Affairs, Preserved Principally in the Archives of Simancas. Ed. Marin A.S. 
Hume, vol. XIII, doc. 209, p. 214; Joseph Pérez, La España de Felipe II (Barcelona, 2000), p. 22. 
24）一部では Ruy Gómez を rey Gómez（国王ゴメス）と呼んでいたが、これなどもこの時期の彼の影響力
の大きさを物語るものである。Escudero, Felipe II: El Rey en el Despacho, p. 110. 
－ 13 － 
除した最深部で国王側近の侍従として従事していたが、フェリペのハウスホウルドにおけるル
イ・ゴメスと違って、宮廷内の他の部署や宮廷外と関わりを持つことは殆どなかったのである。






その中心にルイ・ゴメスがいたわけで、侍従長 sumiller de corps としてのルイ・ゴメスは、正
にスターキーが描くイングランド宮廷政治における宮内官 Groom of the Stool であった。これ
に対しアルバ公が就いた執事長 mayordomo mayor は、イングランド宮廷組織では宮内長官
Lord Chamberlainに相当する。ちょうどイングランドにおいて、宮内長官と宮内官たるGroom 













ガ（Juan de Zúñiga）、グランヴェル（Antoine Perrenot de Granvelle）、モウラ（Cristóbal de 
Moura）等によって構成される非公式特別委員会フンタ・グランデ Junta Grande を設け、更
にその中にイディアケスとモウラに国王直属の秘書長官マテオ・バスケス等の実務家グループ
を加え、所謂「夜の委員会」Junta de la Noche と呼ばれたグループを組織して実際の政策立
案に当たらせたのである。25）このような集団指導体制とも考えられるフンタ・グランデは、非
                                                          
25）Dolores M. Sánchez, El Deber de Consejo en el Estado Moderno: Las Juntas “ad hoc” en España 
(1471-1665) (Madrid, 1993), pp. 130-8. 




















の関係であり、イングランドにおいては、王室出納長官（Keeper of the Privy Purse）と財務府
（Exchequer）の役割の違いに関係する。ヘンリー7 世期に王室の財務官としての出納長官は、
財務府と併設された新しい制度の徴収官（ receiver general）或いは主計官（paymaster 
general）として機能したが、その職務が多忙化しウエストミンスターに定着すると、国王の地
方巡回に同行できなくなる。地方巡回中も国王は私的金庫を必要とし、そこで出納役として機
能したのが宮内官 Groom of the Stool であった。テューダー期における宮廷政治中心説をとる
スターキーによれば、王室出納長官が財務府に取って代わって台頭したように、今度は王室出
納長官に代わって国王により身近に仕える宮内官が宮廷政治財務においても中心的存在となる。
                                                          
26）オバンドによる財政改革の取り組みやインディアス諮問会議改革に関しては、A.W. Lovett, ‘The 
Castilian Bankruptcy of 1575’, Historical Journal, 23, 4 (1980) に言及がある。異端審問所改革の最大の
問題とされていた訴訟過程における秘密主義は、拙稿「スペイン異端審問制度の史的展開と司法権の時代
的・地域的特質」『専修大学社会科学研究所月報』第 547 号、42－4 頁を参照されたい。 
27）オバンドについては Stafford Poole, Juan de Ovando: Governing the Spanish Empire in the Reign of 
Philip II (Norman, Okla., 2004) が詳しい。彼はインディアス諮問会議の長官として、ヌエバ・エスパー
ニャの植民地政策立案に奔走し、更に財政諮問会議を指揮して、慢性的危機に陥っているスペイン財政の
建て直しを試みようとした。 




















るフェリペ 2 世より 10 歳年長ということになる。そして彼は、幼年時代をリスボンから 90 キ
ロ程テージョ川をさかのぼったシャムスカやウルメの村で過ごす。これら 2 村の政治管轄権は









る。そして彼は祖父の影響もあり、1527 年 5 月にバジャドリードでカルロス 1 世とイザベラ
の間に生まれたフェリペ（後のスペイン王フェリペ 2 世）の小姓に抜擢される。そして、カルロ
－ 16 － 
ス 1 世が神聖ローマ皇帝カール 5 世として 1529 年に一旦スペインを離れると、イザベラのハ
ウスホウルドがフェリペの身の回りの世話をするようになる。1535 年になるとカルロス 1 世

























                                                          
28）Boyden, The Courtier and the King, pp. 7-19. アルバ公研究の第一人者モルトビーは、アルバ公の評価
に関しては好意的で、アルバ公にはルイ・ゴメスに対する階級意識、即ち階級的優越感はなかったと解釈
する。William Maltby, Alba: Biography of Fernando Alvarez de Toledo, Third Duke of Alba, 1507-1582 




－ 17 － 
与えられる。カラトラーバ騎士団は、サンティアゴ騎士団（Orden de Santiago）やアルカンタ




























                                                          
29）Boyden, The Courtier and the King, pp. 20-1. 
30）Ibid., p. 27.  
31）Ibid., p. 32. 




らくたった 1553 年夏、今度はフェリペとポルトガル王女マリア（Maria de Portugal, Duquesa 
de Viseu）との結婚話が持ち上がり、ルイ・ゴメスはフェリペの使いとしてポルトガルに出向く
こととなる。フェリペの最初の結婚相手はポルトガル王女マリア・マニュエラ（Maria Manuela 























                                                          
32）José Luis Gonzalo Sánchez-Molero, ‘La Formación de un Privado: Ruy Gómez de Silva en la Corte de 
Castilla (1526-1554)’, Felipe II (1527-1598) Europa y la Monarquía Católica, ed., Mosé Martínez 
Millán (Madrid, 1998), p. 387. 



























                                                          
33）Boyden, The Courtier and the King, pp. 40-2. 
34）Carlos Javier de Carlos Morales, ‘Grupos de Poder en el Consejo de Hacienda de Castilla: 1551-1566’, 
Instituciones y Elites de Poder en la Monarquía Hispana durante el Siglo XVI, ed., José Martínez 
Millán (Madrid, 1992), pp. 110-1, 125. 
35）フェリペとメアリーの結婚をきっかけとして、イングランドにおけるスペインへの反発は宮廷や政界に
止まらず一般社会にも拡がり、多くの反スペイン文献の出版を見ることとなった。Jennifer Loach, 
Parliament and the Crown in the Reign of Mary Tudor (Oxford, 1986), pp. 184-90. 但し、ハンプトン・
コート到着当初のフェリペのスペイン宛書簡からは、バジャドリードでフェリペの留守中摂政の役割を果
たした妹フアナ宛書簡が示すように、フェリペの楽観論しか伝わってこない。AGS Estado 808, 38. 
－ 20 － 
て認められるものもいた。結局フェリペのハウスホウルドに残った有力者は、アルバ公やルイ・
ゴメスの他には、フェリア伯やオリバレス伯がいるぐらいであった。36）スターキーが主張する













力者で構成される所謂 select council によってなされていた。プール枢機卿は女王とこのよう
な select council の間に立って仲介役としての要職を担っていたのである。38）select council は




                                                          




政治においてもプラスに働く。一方オリバレス伯は、ペドロ・デ・グスマン Pedro de Gusmán y Zúñiga 、





37）William H. Rule, The Brand of Dominic or Inquisition at Rome supreme and Universal (New York, 
1853), p. 197; John Edwards & R.W. Truman, eds., Reforming Catholicism in the England of Mary 
Tudor: The Achievement of Friar Bartolome Carranza (Furnham, Surrey; 2005); Luis Suárez 
Fernández, ‘El Tiempo de Bartolomé Carranza, V Centenario del Nacimiento del Arzobispo Carranza, 
ed., Luis Suárez Fernández (Madrid, 2004), p. 22; Santiago Muñoz Machado, ed., Los Grandes 
Procesos de la Historia de España (Barcelona, 2002), p. 242. 
38）Glyn Redworth, ‘Matters Impertinent to Women: Male and Female Monarchy under Philip and 
Mary’, English Historical Review, vol. 112, no. 447 (Jun. 1997), pp. 603-4. 





























                                                          
39）M.J. Rodríguez-Salgado & Simon Adams, eds., ‘The Count of Feria’s Dispatch to Philip II of 14 
November 1558’, Camden Miscellany XXVIII, Camden Fourth Series vol. 29, 306-7. 
40）David Loades, The Reign of Mary Tudor 及び同著者の ‘Philip II and the Government of England’, 
Law and Government under the Tudors, ed. Claire Cross, David Loades and J.J. Scarisbrick 
(Cambridge, 1988), pp. 177-94. 
41）Ibid., pp. 177-9. 






























                                                          
42）Ibid., pp. 187-8. 
43）David Loades, ‘Philip II and the English’, Felipe II (1527-1598), ed., Martínez Millán, p. 490. 
44）Redworth, ‘Matters Impertinent to Women’, pp. 600-1. 




























1 つのグループは、イングランドのルイ・ゴメスとカール 5 世の宮廷のフランシスコ・デ・エ
                                                          
45）Ibid., pp. 605-6; J.I. Tellechea Idígoras, Fray Bartolomé Carranza: Documentos Históricos (Madrid, 
1962), iii, 29. カランサ事件については、拙稿「スペイン王フェリペ 2 世の対外政策」『専修大学人文科学
研究所月報』第 215 号、23、29 頁及び拙稿「スペイン異端審問所制度の史的展開と司法権の時代的・地域
的特質」34－8 頁を参照されたい。 
46）Manuel Fernández Álvarez, Felipe II y su Tiempo (Madrid, 2001), p. 796.  
－ 24 － 






























                                                          
47）しかし 少なくとも、アルバ公がグランヴェルを支持していたことは事実である。Geoffrey Parker, The 
Grand Strategy of Philip II (New Haven and London, 2000), p. 118. 






























                                                          
48）Boyden, The Courtier and the King, pp. 42-50. 
49）Ibid., pp. 52-4. 
50）Henry Kamen, The Duke of Alba (New Haven & London, 2004), pp. 48-50. 
－ 26 － 
イ・ゴメスに対して、自身のイタリア方面司令官就任をフェリペに推挙するよう要請している
ことを考えると、ルイ・ゴメスを中心としたエボリ派とアルバ派の確執が更に激しくなるのは、


























フェリペが 1556 年に国王となり国王最高諮問機関たる国務会議（Consejo de Estado）を設置
するまでは、ルイ・ゴメスの権勢の範囲はフェリペの寵臣（Privado）としてハウスホウルドの
宮内官的な域を出なかった。ルイ・ゴメスの政治的人間関係も、ブリュッセルのエラソやディ
                                                          
51）Boyden, The Courtier and the King, pp. 97-100. 




















妊娠の可能性がないことが明らかとなると、1555 年 9 月にイングランドを離れブリュッセル
に渡っているが、10 月には当地での式典でネーデルランドの統治権をカール 5 世から与えられ












世話をしたのはルイ・ゴメスであった。Patrick Williams, Philip II (Basingstoke, 2001), pp. 116-7. 



















されるが、財務長官（Contaduría Mayor de Hacienda）等の要職を得ている。この時ルイ・ゴ
メスは依然大きなタイトルもなく、侍従長の俸給も僅かで、国務会議にいたっては全く俸給が
支払われていなかった。そこでフェリペはルイ・ゴメスに、イタリアのサレルノ地方にあるエ
                                                          









Parker, Empire, War and Faith in Early Modern Europe (London, 2003), pp. 68-9; Miguel-Ángel Ochoa 
Brun, Embajadas y embajadores en la Historia de España (Madrid, 2002), pp. 194-205; Carlos 
Carnicer Javier Marcos, Espías de Felipe II (Madrid, 2005)及び Miguel Cabañas Agrela, ‘Un Espía 
Español en la Corte de Isabel I’, Historia, año xxvi, no 321, 8-27 にもメンドサの詳細がある。メンドサの
フェリペ 2 世宛書簡は、シマンカス国立文書館の AGS Estado 833-9 にいくつか保管されており、Colección 
de Documentos Inéditos para la historia de España (CODOIN) に印刷されている。イタリアで大使とし
て活躍したもう一人のメンドサ（Diego Hurtado de Mendoza）もそうであったが、大使がスパイマスターを
兼ねることは中世後期以来よく見られたことである。Michael J. Levin, Agents of Empire: Spanish 
Ambassadors in Sixteenth-Century Italy (Ithaca, 2005), pp. 154-82. 





























                                                          
54）今日このイタリアの町は、ルイ・ゴメスの妻アナ・デ・メンドサと関係の深いスペインのグアダラハラ
近郊の町パストラナと姉妹都市関係にある。 
55）Boyden, The Courtier and the King, p. 81. 
56）Ibid., pp. 57-61. 
57）Fernández Conti, Los Consejos de Estado y Guerra, p. 64. 









いは favorite とか valido と呼ばれる）に国王権限を委譲するこのような政治形態は privanza
と称される。17 世紀に入ると、スペインにおいてはフェリペ 3 世治世期のレルマ公の統治形態
がそれに相当しよう。同じ頃フランスにおいても、ハプスブルク家に対抗したリシュリューや
マザランが寵臣政治の実行者として知られるが、その後フランスではルイ 14 世の親政政治に








フェリペは 1557 年 2 月にルイ・ゴメスをイングランドに送っているが、その任務の内容は、
イングランドがフランスと断交することと同時に、イングランドの対フランス戦争での支援を





                                                          
58）1531 年カール 5 世は、ネーデルランド統治のために諮問機関として国家評議会（Conseil d’État）、枢密
院（Conseil Privé）、財務評議会（Conseil de Finance）をブリュッセルに設立し中央集権的統治体制を構築
しようとした。16 世紀のイングランドの例とは異なり、これら 3 つの機関の中では国家評議会が最高位に
あったが、フェリペ 2 世の時代には国家評議会の権限さえも、フェリペや彼によって任命されたネーデル
ランド総督或いはスペイン人補佐官達の存在によって、様々な制約を受けることとなる。Hugo de 
Schepper & Geoffrey Parker, ‘The Formation of Government Policy in the Catholic Netherlands under 
the Archdukes, 1596-1621’, The English Historical Review, vol. 91 (April, 1976), pp. 241-8. 
59）Geoffrey Parker, Philip II (Boston, 1978), pp. 17-23. 












徴収を認めた特別援助金であり、カール 5 世の時代にはスペイン王室の一般財源の 1 つに組み
込まれていた。一方、特別徴収税は聖職者の収入から徴収されていた。ルイ・ゴメスの仕事を
支援するようにフェリペ 2 世も債権者に対してリスケジューリング（債務返済の繰り延べ）を命










                                                          
60）結局スペインは、1557 年を皮切りに 60 年、75 年、96 年と、フェリペ 2 世の時代に 4 回にわたって国
家財政破綻宣言を行っている。特に 75 年の財政破綻は深刻で、フェリペの債務不履行宣言からしばらくの
間は国際銀行団の融資停止が続いた。Albert Lovett, ‘The General Settlement of 1577: An Aspect of 
Spanish Finance in the Early Modern Period’, The Historical Journal, 25, 1 (1982). 
61）Henry Kamen, El Enigma del Escorial (Madrid, 2009), p. 50. フェリペ２世が 57 年 2 月 10 日付でジ
ェノヴァのアンドレア・ドリアに宛てた書簡からは、この時のルイ・ゴメスのスペインにおける任務が単
に戦費の懇請だけでなく、その内容はジェノヴァ所属のガレー船の提供等具体的なロジスティックの内容
にまで踏み込んだものであったことが理解できる。‘hè scripto…a Ruy Gomez de Sylva/ a quien embio a 
España para proveer las cosas necessarias para lo de Italia y destos Estados como mas largamente os 
lo scrivire/ hè mandado q. tenga especial cuydado de lo que toca el cumplimiento de la dicha vra. 
consignaçion y paga de vras. galeras/’ Rafael Vargas-Hidalgo, Guerra y diplomacia en el Mediterráneo: 
Correspondencia inédita de Felipe II con Andrea Doria y Juan Andrea Doria (Madrid, 2002), p. 114. 
62）José Luis Betrán, ‘La llegada de los Austrias al trono’, Historia de España Siglos XVI y XVII: La 





















                                                                                                                                                       
España de los Austrias, ed., Ricardo García Cárcel Boyden (Madrid, 2003), p. 107; Boyden, The 
Courtier and the King, p. 74. 異端審問所長官としてのバルデスについては、拙稿「スペイン異端審問制
度の史的展開と司法権の時代的・地域的特質」を参照されたい。 
63）F. de Ocampo は、1556 年夏にルイ・ゴメスがフランドルに向かって出発した時に、多額の資金をカス
ティージャ王国から持っていったとの証言を紹介している。‘llevó tantos dineros de oficios vendidos y 
otras cosas, que quedó el reino de Castilla despojado…’ ルイ・ゴメスがカスティージャに使わされたの
は 1557 年であったから時期には誤認があるが、この証言はルイ・ゴメスのカスティージャ派遣の性格を如
実に表している。Modesto Ulloa, La Hacienda Real de Castilla en el Reinado de Felipe II (Madrid, 1986), 
p. 159. イタリア戦線でのアルバ公は、全権を委譲されていたのであるが戦費は大きく不足していた。
Ramón Carande, Carlos V y sus Banqueros (Barcelona, 2004), pp. 544-52. アルバ公のイタリア戦役での
勝利のためには、ルイ・ゴメスが手配した資金が不可欠であった。 
64）2008 年 3 月に死去したメディナ・シドニアの末裔、ルイサ・イサベルの著書の指摘でも、ルイ・ゴメ
スの影響力は宮廷内が中心で、その影響力も国家問題よりは国王の個人的案件に関するものであった。 
‘ejerció su influencia sobre la persona del Rey en cuestiones personales, más que en asuntos de estado. 
Secretario del Consejo sin ofcio definido, su voz era escuchada en la cámara real, siendo raro que se 
hiciese oír en la persona,…’ Luisa Isabel Álvarez de Toledo, Felipe II en su contexto (Sanlúcar de 




－ 33 － 
している。1560 年頃には、ルイ・ゴメスの権勢を測る上でヒントとなる 2 つの出来事に着目
できよう。その 1 つは、59 年にカトー・カンブレジの和解の象徴として実現した、フランス王
























インは債務不履行に陥り、フェリペ 2 世期 2 度目の国家破産宣言をするのであるが、この時期
                                                          
65）Boyden, The Courtier and the King, p. 108. 但し、グアダラハラの地方史研究家の記述では、アルバ公
ではなく当然のことながらインファンタド公がこの祝宴の中心を占めている。Antonio Herrera Casado, 
El Palacio del Infantado en Guadalajara (Guadalajara, 2001), p. 30. カトー・カンブレジの和平におけ
るルイ・ゴメスの役割については、歴史家の間にも様々な意見がある。一部の研究者は、カトー・カンブ
レジの和平において全権を委任されて参加したルイ・ゴメスは、フランス王アンリ 2 世の長女エリザベー
ト・ド・ヴァロアとフェリペとの結婚を準備したと解釈している。Juan de Verzosa, Anales del reinado 
de Felipe II (Madrid, 2002), edición a cargo de José María Maestre Maestre, p. 85 note. 
66）Boyden, The Courtier and the King, p. 109. 































                                                          
67）一般及び特別援助課税金については、拙稿「スペイン王フェリペ 2 世の対外政策」、29－31 頁を参照。 
68）Boyden, The Courtier and the King, pp. 129-33. 
－ 35 － 
ペインの有力貴族の家系と縁組させることに成功している。その最も有名な事例は、ルイ・ゴ
メスの長女と第 7 代メディナ・シドニア公との縁組であった。メディナ・シドニアは 1588 年
のイングランドに対する無敵艦隊派遣で、急逝したサンタ・クルス侯アルバロ・デ・バサン提



























                                                          
69）Williams, Philip II, pp. 67-70. 
70）Ibid. 


























勢の頂点は 1556 年からの約 10 年で、65 年以降は国王の信頼も徐々に失うこととなる。エラ
ソのキャリアがルイ・ゴメスの盛衰によく似た流れをたどっていることを見れば、やはりネー
                                                          
71）M.J. Rodríguez Salgado, ‘The Court of Philip II of Spain’, Princes, Patronage, and the Nobility: The 
Court at the Beginning of the Modern Age c.1450-1650, eds., Ronald G. Asch and Adolf M. Birke 
(Oxford, 1991), p. 221. 例外は、フェリペ 2 世の甥で後にネーデルランド総督となるアルブレヒト大公で
あり、2 人の関係は良好であった。アルブレヒトは、フェリペとエリザベートの娘で、現代スペインでも
人気の高いイサベル・クララ・エウヘニアと結婚している。Ruth Betegón Díez, Isabel Clara Eugenia: 
Infanta de España y soberana de Flandes (Barcelona, 2004) を参照。 
72）Boyden, The Courtier and the King, pp. 123-5. 
73）José Luis Betrán, ‘Un imperio sin emperador’, Historia de España Siglos XVI y XVII, p. 156.  

























                                                          
74）Carlos Javier de Carlos Morales, ‘El Poder de los Secretarios Reales: Francisco de Eraso’, La Corte 





76）Geoffrey Parker, The Dutch Revolt (London, 2002 reprint), pp. 88-90; Escudero, Felipe II: El Rey en 
el Despacho, pp. 162-8. 
77）1570 年代にもスペインは、ネーデルランド政策を巡る戦争か平和かの選択を迫られる。この時はエボ
リ派とアルバ派の対立は殆ど影を潜めるが、紆余曲折の結果、これまでの弾圧策は維持継続される。Henry 
Kamen, Spain 1469-1714 (Harlow, 1991 2nd ed.), pp. 136-7; Escudero, Felipe II, El Rey en el Despacho, 
pp. 164-5. 
78）Poole, Juan de Ovando, p. 10. 




た。更に、ルイ・ゴメスとアナは 66 年に長女（Doña Ana de Silva y Mendoza）を、アロンソ・
ペレス・デ・グスマンに嫁がせている。先述したように、彼こそ後に無敵艦隊を率いて不幸に


















                                                          
79）当時の国務会議の議事録（シマンカス国立文書館 Estado 2855）から、艦隊派遣目的は、銀の安全輸送路
確保とイベリア半島沿岸部の安全保障、更にはネーデルランドでの戦役の原因を根絶することであったと
するのが定説である。バサン提督のイングランド侵攻計画（La Empresa de Inglaterra）については、Martín 
Hernández-Palacios, Alvarode de Bazán: El Mejor Marino de Felipe II (Madrid, 2007), pp. 178-94 を参
照。 
80）メディナ・シドニア公は、サンルカール・デ・バラメダを中心にアンダルシア南西部全域を所領とし





81）Peter Pierson, Commander of the Armada: The Seventh Duke of Medina Sidonia (New Haven and 
London, 1989), pp. 13-5. 
































                                                          
82）Boyden, The Courtier and the King, pp. 148-9. 





























                                                          
83）Rodríguez-Salgado, ‘The Court of Philip II of Spain’, p. 223. 
84）フンタ・グランデやフンタ・デ・ノチェ等の特別委員会は、事実上国務会議や秘書局より上位に位置し
ていた。Rodríguez García & Castilla Soto, Dicccionario de Terminus, p. 74. 
85）フェリペ統治下の特別委員会 junta の発達と秘書局を関連させる見解は、時代的にも組織論的にもある
程度理解できる。秘書局も特別委員会もフェリペ統治下においては、国王以外への権力の集中を回避する




リペ 4 世治世期前半のオリバレス公伯爵による本格的な寵臣政治の時代を迎えるのである。 
 
 




                                                                                                                                                       
目的を担っていたが、更にはより効率的な政権運営のために設置された組織であった。Baltar Rodríquez, 
Las Juntas de Gobierno, p. 33; A.W. Lovett, Philip II and Mateo Vázquez de Leca: The Government of 
Spain (1572-1592) (Geneva, 1977), pp. 144-5. 本来であれば、国務会議（consejos）と秘書局（secretarios）
が有機的に関連を持つ状況が、正統な国家組織と言えよう。Dolores del Mar Sánchez González, ed., Corte 
y Monarquía en España (Madrid, 2003), pp. 18-21. 
